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白浜沖での自衛隊ヘリコプターの事故について 

 

 ２月１７日、南紀白浜空港周辺で訓練中の陸上自衛隊のヘリコプター（ОＨ

―１）が、白浜町沖の海上に不時着した。 

 陸上自衛隊では現在、航空事故調査委員会を設置し原因を解明中とのことで

あるが、早急に県民に対し、当日の訓練の内容や事故原因等を報告するべきで

ある。 

 南紀白浜空港は県営空港であり、通常の航空機の離発着については民間航空

機であれ自衛隊機であれ、航空法や各種規則等にのっとって使用を許可するこ

とは当然である。しかし、報道によれば当該事故機は、空港の周辺で２基ある

エンジンのうち１基を止めて飛行訓練をしていたとので、こうした危険性をと

もなう訓練を住宅や小学校などが隣接した南紀白浜空港でおこなうことは許さ

れるべきではない。 

 また、そのような訓練を県や白浜町にも通告をすることなく実施しており、

この点でも大きな問題があると考える。 

 ついては以下の点について申し入れる。 

 

１、南紀白浜空港を使用した危険性のある訓練を中止されたい。 

 

２、これまで南紀白浜空港を使用して、いつ、どのような訓練を行ってきたの

か、過去にさかのぼって明らかにされたい。 

 

 


